
 

　社　会　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

地理、歴史、公民に関する知識及び調査や諸

資料から情報を読み取りまとめる技能並びに

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連

を多面的・多角的に考察するために必要な思

考力、判断力、表現力等を総合的にみること

をねらいとした。 

　第一問では、「国際連合の役割と取り組

み」を題材とし、20世紀以降の世界の歴史に

関する知識や、国際連合の仕組みと役割、持

続可能な開発目標に関する知識をみようとし

た。 

　第二問では、「オセアニア州の３か国」を

題材とし、世界地理に関する知識及び地図や

統計資料から情報を読み取る技能並びにオー

ストラリア政府が移民などへの英語教育に力

を入れている理由について、資料を基に多面

的・多角的に考察し、適切に表現する力をみ

ようとした。 

　第三問では、「古代から近代までの日本の

政治体制」を題材とし、歴史に関する知識及

び選挙権の拡大を求める大正時代の活動につ

いて、資料を基に多面的・多角的に考察し、

適切に表現する力をみようとした。 

　第四問では、「国民主権と政治参加」を題

材とし、国民主権に関する知識及び松山市の

若年層に対する選挙啓発活動について、資料

を基に多面的・多角的に考察し、適切に表現

する力をみようとした。 

　第五問では、「九州地方の特色」を題材と

し、日本地理に関する知識及び統計資料から

情報を読み取る技能並びに半導体関連企業が

熊本県に集まった理由について、資料を基に

多面的・多角的に考察し、適切に表現する力

をみようとした。 

　第六問では、「日本の労働環境の歴史」を

題材とし、公民や近現代の歴史に関する知識

及び中小企業が働き方改革に取り組む目的に

ついて、資料を基に多面的・多角的に考察し、

適切に表現する力をみようとした。 

 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞公民的分野を中心とする歴史的分野

との融合問題 

２　国際連盟の設立から国際連合が発足される

までの間の世界のできごとについて述べた文

を、年代の古い順に並べかえる問題。正答率

は42.0％であり、20世紀前半から中ごろまで

の国際情勢について、時系列を踏まえた理解

が不十分であったと推察される。年表などの

諸資料から、歴史に関わる事象についての情

報を読み取り、時系列に沿った整理を行う活

　近現代の歴史について、時系列に関わる

視点から理解することに課題

動を重視したい。 

５　SDGsの達成に向けた日本政府の具体的政策

と関連するSDGsの目標を選択する問題。正答

率は95.6％であった。SDGsに関する基本的な

知識を、資料から読み取れる情報と関連付け

ることができているといえる。 

 

＜第二問＞地理的分野を中心とする問題 

４(2)　 オーストラリア政府が移民などへの英

語教育に力を入れている理由として考えられ 

　資料から必要な情報を読み取り、考察し

て表現することに課題
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ることを、資料を基に説明する問題。オース 

トラリアで英語を母国語としない移民が増加

していることには触れていたが、「成人移民

英語プログラム」の実施目的にまで言及でき

ていない解答が多かった。資料から必要な情

報を読み取り、適切に表現する活動のより一

層の充実が望まれる。 

 

＜第三問＞歴史的分野を中心とする問題 

１　８世紀の日本の政治について述べた文とし

て最も適切なものを選択する問題。正答率は

39.7％であった。藤原道長や天武天皇につい

て述べた選択肢を選んだ解答が多く、律令国

家の確立に至る過程や、奈良時代の政治につ

いての理解が不十分であったと推察される。

各時代の特色について、政治の展開などに着

目しながら理解できるよう指導をしたい。 

５　大正時代に行われた活動について、その活

動が行われた理由を、資料を基に説明する問

題。納税額や性別により制限されていた選挙

権の拡大を求めた活動という学習事項を、資

料から読み取れることと関連付けながら考察

できていない解答が多かった。知識を活用し

て諸資料を読み解き、社会の様子などに着目

しながら考察・表現する活動を重視したい。 

 

＜第四問＞公民的分野を中心とする問題 

２(1)　 選挙の制度を定めた法律の名称を記述

する問題。正答率は33.7％であった。「普通

選挙法」という誤答が多くみられた。選挙に

関する具体的な事例を取り上げるなどして選

挙に対する関心を高め、正しい選挙が行われ 

 

　各時代の特色を、政治の展開や社会の様

子に着目して理解・考察することに課題 

　選挙制度を理解すること、統計資料から

適切な情報を読み取り表現することに課題

 

 

 

るための制度や取組について理解を深めるこ

とができるようにしたい。 

４　松山市が選挙コンシェルジュによる啓発活

動を取り入れている理由を、資料を基に説明

する問題。政治的関心と投票行動の関係性を

示した統計資料から、適切な情報を読み取る

ことができていない解答が多かった。様々な

種類の統計資料を基に、多面的・多角的に考

察し、適切に表現する活動を多く取り入れた

い。 

 

＜第五問＞地理的分野を中心とする問題 

３(2)　 福岡県の製造品出荷額等に関する資料

の空所にあてはまる品目の組み合わせを選択

する問題。正答率は50.6％であった。福岡県

の製造業の変化の特徴と、資料から読み取れ

る情報とを関連付けた考察が不十分であった

と推察される。習得した知識を活用して、資

料を分析する活動を多く取り入れたい。 

 

＜第六問＞歴史的分野を中心とする公民的分野

との融合問題 

４　占領期の日本、高度経済成長期の日本、現

代の日本の３つの時期の代表的なできごとを、

起こった年代の古い順に並べかえる問題。正

答率は22.9％と全設問中で最も低く、戦後の

日本社会の変化や推移について理解できてい

なかったと推察される。歴史に関わる事象の

学習においては、時期や年代、推移などに着

目して問いを設定し、図版や統計資料などの

諸資料から歴史に関わる事象についての情報

を読み取り、まとめる活動を重視したい。

　習得した知識と、資料から読み取れる情

報とを関連付けて考察することに課題 

　近現代の歴史に関わる事象を、時期や年

代、推移に着目して整理することに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

多肢選択
歴史

（近代）
73.1%

並べ替え
歴史

（近代）
42.0%

語句記述
公民

（国際）
56.4%

多肢選択
公民

（国際）
77.7%

多肢選択
公民

（現代社会）
95.6%

多肢選択
世界地理

（気候）
70.8%

多肢選択
世界地理

（農業）
48.7%

語句記述
世界地理

（農業）
71.4%

(1) 多肢選択
世界地理

（貿易）
84.3%

(2) 論述 世界地理 58.3%

多肢選択
歴史

（古代）
39.7%

多肢選択
歴史

（中世）
49.8%

並べ替え
歴史

（近世）
46.4%

語句記述
歴史

（近代）
51.3%

論述
歴史

（近代）
54.6%

多肢選択
公民

（人権）
62.5%

(1) 語句記述
公民

（政治）
34.5%

(2) 多肢選択
公民

（政治）
75.3%

多肢選択
公民

（人権）
68.3%

論述
公民

（政治）
56.6%

多肢選択 日本地理 82.7%

多肢選択
日本地理

（農業）
90.6%

(1) 語句記述
歴史

（近代）
62.6%

(2) 多肢選択
日本地理

（産業）
50.6%

論述
日本地理

（工業）
75.8%

多肢選択
歴史

（近代）
45.1%

多肢選択
歴史

（近代）
41.0%

語句記述
歴史

（近代）
64.8%

並べ替え 歴公 22.9%

論述
公民

（企業）
68.1%

60.9%

社会

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

1

2

3

4

5

第

二

問

1

2

3

4

第

三

問

1

2

3

4

5

第

四

問

1

2

3

4

第

五

問

1

2

3

4

計

第

六

問

1

2

3

4

5

89.2%
76.0%

55.2%

a

b

c
73.1% 0.0%

70.5%
37.5%

20.8%

a

b

c
42.0% 0.0%

86.2%
57.7%

27.8%

a

b

c
48.8% 15.8%

92.3%
78.9%

62.9%

a

b

c
77.7% 0.2%

99.2%
97.6%

90.1%

a

b

c
95.6% 0.1%

87.1%
71.6%

54.9%

a

b

c
70.8% 0.0%

65.8%
45.4%

36.4%

a

b

c
48.7% 0.1%

93.5%
75.8%

46.4%

a

b

c
66.4% 7.0%

95.5%
88.2%

69.9%

a

b

c
84.3% 0.3%

77.9%
58.0%

40.6%

a

b

c
35.4% 3.6%

59.6%
36.4%

25.1%

a

b

c
39.7% 0.1%

73.3%
44.3%

34.2%

a

b

c
49.8% 0.1%

69.2%
43.2%

28.9%

a

b

c
46.4% 0.0%

79.1%
52.5%

24.5%

a

b

c
40.2% 14.6%

72.8%
56.5%

35.8%

a

b

c
27.4% 6.0%

88.9%
65.0%

35.7%

a

b

c
62.5% 0.1%

67.5%
29.9%

9.2%

a

b

c
33.7% 15.6%

93.8%
78.4%

55.0%

a

b

c
75.3% 0.3%

76.0%
71.1%

58.1%

a

b

c
68.3% 0.7%

68.7%
61.2%

40.5%

a

b

c
29.2% 6.1%

95.5%
85.1%

68.5%

a

b

c
82.7% 0.1%

97.0%
92.7%

82.6%

a

b

c
90.6% 0.1%

89.0%
67.0%

33.7%

a

b

c
55.7% 11.2%

67.5%
50.3%

35.5%

a

b

c
50.6% 0.6%

92.4%
79.7%

56.3%

a

b

c
55.0% 4.1%

65.3%
37.5%

34.8%

a

b

c
45.1% 0.2%

52.4%
36.3%
35.5%

a

b

c
41.0% 0.3%

94.5%
70.6%

31.2%

a

b

c
63.2% 15.8%

36.4%
18.8%

15.1%

a

b

c
22.9% 0.3%

87.3%
71.4%

46.9%

a

b

c
46.9% 6.0%

79.5%
61.6%

43.2%

a

b

c
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